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研究成果の概要（和文）：2019年3月の国際シンポジウム「島嶼環境文明にみる地球の未来」にフィリピン国立
火山地震研究所（PHIVOLCS）と国立博物館（NMP）の研究者を招聘し，国内の研究分担者と協力者と情報交換し
た．同年4月に奥野ら4名がPHIVOLCSとNMPを訪問し，MOU締結と調査スケジュール調整を行った．8月にバタネス
州バスコの環境保護委員会，マハタオ町長，パナタヤン村長から調査許可を得た．スンゲ・トップ・テラス遺跡
の試掘調査を行い，テフラ層序の調査も進めた．イラヤ火山では完新世に少なことも4回噴火していることがわ
かった，ただし，その後のコロナ禍のため共同研究は中断を余儀なくされた状況である．

研究成果の概要（英文）：We invited researchers from the Philippine National Institute of Volcanology
 and Seismology (PHIVOLCS) and the National Museum of Philippines (NMP) to the international 
symposium at Shizuoka in March 2019, and exchanged information with research submitters and 
collaborators in Japan. Okuno and other members visited PHIVOLCS and NMP in April to conclude MOU 
and to coordinate the research schedule. In August, a meeting was held at the Department of 
Environment and Natural Resources in Basco, Batanes, and permission for the survey was obtained from
 the Environmental Protection Committee. We explained the purpose and outline of the survey to the 
mayor of Mahatao Town and the mayor of Panatayan Village, where the Sunge Top Terrace archaeological
 site is located, and obtained permission for the survey. We carried out trial excavation of the 
archaeological site and tephra stratigraphy, but the collaborative research was suspended due to the
 subsequent corona disaster.

研究分野： 自然地理学，自然災害科学

キーワード： イラヤ火山　噴火史　テフラ層序　放射性炭素年代　考古遺跡　災害史　レジリエンス　火山地質
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　フィリピン最北端のイラヤ火山の噴火史と考古学編年を融合させて，島嶼域での火山災害と人類展開（移動）
について検討し，火山地質学と考古学の複合研究を日比国際共同研究で明らかにした．過去の自然災害を復元・
検討する上で複合研究を実施する上での課題と有効性を改めて認識することができた．また，イラヤ火山の過去
1万年間の噴火史の概要が明らかになり，PHIVOLCSを介してハザードマップなどの形で現地住民にも還元される
ことになる．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 

様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

フィリピン諸島の火山活動は，日本と同様に沈み込み帯と関連しているが，西側にはマニラ
海溝，東側にフィリピン海溝，南西にネグロス海溝，南にコタバト海溝があり，テクトニクスは
非常に複雑である．火山の分布も 10 の火山列が識別される (Catane et al., 2005; 守屋, 2014)．フ
ィリピンの活火山は，PHIVOLCS (2002) により 23 火山が認められるが，噴火年代が明らかでな
い火山も多い．バタン島のイラヤ (Iraya) 火山は，同国最北端の活火山で 2300〜1500 BP の 14C
年代 (Richard et al., 1986) と AD 1454 に噴火記録がある．最新噴火では，溶岩ドームの形成とそ
の崩壊に伴う火砕流が発生したが，その分布や正確な層序・年代は明らかではない．考古学的意
義として，埋葬様式などの変化から幾つかの民族が移入したと考えられ，それらの連続性が希薄
なことも特徴の 1 つである (例えば，Bellwood and Dizon, 2013)．すなわち，幾度かの移住が試み
られたが，長続きしない環境要因が潜在的にあると考えられる．その 1 つとして火山島であるこ
とが考えられる．また，高度差による植生の多様性が豊かであり，遺跡密度も非常に高いため，
噴火災害史を中心に人類の展開などを多角的に検討できる．研究開始当初の背景として，単なる
火山噴火史の解明ではなく，複合的な視点から火山噴火の人類へのインパクト (特に移動) を総
合的に解明する必要性を認識していた． 

 
 
２．研究の目的 

フィリピン最北端のバタン諸島はルソン島と台湾の間に位置し，州都であるバスコ (Basco)
北東には AD 1454 に噴火記録があるイラヤ火山 (標高 1009 m) が隣接する．この研究では，フ
ィリピン国立博物館 (NMP) と共同でバタン島の考古遺跡を中心に発掘して過去の噴火災害と
人類の移動を解明すると共に，フィリピン国立火山地震研究所 (PHIVOLCS) と共同でイラヤ火
山の噴火史解明を進める．研究組織として，日本側の研究分担者 (考古遺跡班: 小池，田中，噴
火史班: 奥野，佐藤，安田，田代) とフィリピン側の共同研究者 (NMP: Eusebio Dizon, Ame Garong，
PHIVOLCS: Thessa Quilalang, Robjunelieaaa Lim) で編成した．考古遺跡班と噴火史班による現地
での遺跡発掘，地形・地質調査と室内分析の結果を，日比共同の研究集会を通じて総合し，イラ
ヤ火山の噴火史と人類遺跡の継続性を高精度な年代決定から検証して，より詳細な噴火災害史
を復元することを研究目的とする. 
 
３．研究の方法 

この研究を確実に遂行するために，研究代表者の奥野の他，5 名の研究分担者 (小池，田中，
佐藤，安田，田代) の計 6 名で研究組織を編成した．さらにこの研究では，A. 考古遺跡調査班 
(考古遺跡班) と B. 地質調査班 (噴火史班) の 2 班からなる．奥野と小池は，各班のメンバー
とこれまでも密接な連携を図っており，フィリピン側とも協調して両班の研究を取りまとめる．
両班は，それぞれが並行して調査・研究を進めるとともに，各メンバーが相互乗り入れするなど
密接な連携を図った． 

A. 考古遺跡調査班 (考古遺跡班) は，研究分担者の小池と田中に，研究協力者として俵 寛
司博士（調査時，九州大学），海外研究協力者として NMP の考古部門 Dizon 博士と Garong 博士
が加わって調査・研究を進めた．調査対象とする遺跡については，2017 年 11 月の予備調査から
1. ソンソン町，チャピダン・イジャン遺跡 (Chapidan Ijang, Songsong)，2. バスコ町，バルンガン
湾遺跡（Valungan Bay site, Basco)，3. マハタオ町，スンゲ・トップ・テラス遺跡 (Sunget Top Terrace 
site, Mahatao) の３遺跡を候補として選定した．また，これらとの比較のために，隣接するサブ
タン(Sabtang)島の貝塚でも発掘調査を実施する計画を立案した． 

B. 地質調査班 (噴火史班) は， 現地でのテフラ層序調査，年代測定および噴出物の岩石学
的検討を行って噴火史を詳細に構築し，考古遺跡でもテフラの産状を詳しく調べた．研究代表者
の奥野のほか，分担者として佐藤 (火山岩岩石学)，安田 (岩石磁気学)，田代 (植物珪酸体分析) 
が参加した．現地調査には，海外研究協力者の  PHIVOLCS の研究者  Thessa Quilalang と 
Robjunelieaaa Lim の両研究員が参加した． 

室内分析では，小池がコラーゲンの炭素・窒素同位体分析から食性復元，特に海産物の割合
を見積もる予定であったが適切な試料を得られなかった．田中は考古遺物を整理して台帳登録
を指導した．奥野は加速器質量分析 (AMS) 14C 年代測定を行った．佐藤は，EPMA (日本電子 
JXA8900) による鉱物および火山ガラスの化学組成分析，XRF (リガク ZSX Primus II) による全
岩化学組成分析，SEM (日本電子 JSM5610LVS) による微細鉱物観察を行った．安田は，岩石磁
気の消磁実験などにより研究対象試料の信頼できる残留磁化を求め，その年代や定置温度等を
解明する予定であったが適切な試料を得られなかった．考古遺跡では火砕流や降下テフラによ
る被災状況も検討した．田代はテフラや考古遺物層に挟在する土層中の植物珪酸体を分析して
過去の植生を復元し，広域的な環境変化と火山噴火や人類に影響を検討した.  
 



 

 

４．研究成果 
2019 年 2 月の追加採択を受けて，PHIVOLCS と NMP と共同研究に関する協議を重ね，同年

3 月には静岡県 (ふじのくに地球環境史ミュージアムと富士山世界遺産センター) 主催で開催さ
れた国際シンポジウム「島嶼環境文明にみる地球の未来」に，PHIVOLCS と NMP の研究者も招
聘し，国内の研究分担者と協力者が集まった．このシンポジウムでは研究代表者の奥野と NMP
の共同研究者である Dizon 博士が招待講演を行った．その他の分担者と協力者は，それぞれの
専門分野に関する研究内容をポスター発表により紹介し，共同研究に関する情報交換を行った．
同シンポジウムの講演内容をもとに編集された “Island Civilizations - Implications for the Future 
of the Earth” (Sugawara, D. and Yamada, K. eds.) の一部として，Dizon (in press) と Okuno (in press) 
が 2022 年 3 月に Springer Nature から出版される予定である． 

初年度において現地調査は実施できなかった．しかし，それまでの予察的調査で得られた既
存試料 10 点について，加速器質量分析（AMS）法による放射性炭素年代測定を実施した．得ら
れた年代値から約 10.5 ka BP，2.5 ka BP, 1.5 ka BP の噴火があったことを確認した．噴火様式に
ついては，山頂の溶岩ドーム形成に伴うブロック・アンド・アッシュ・フロー型火砕流やプリニ
ー式噴火による降下軽石層が認められた．テフラ層序に関しては，2019 年 9 月に日本火山学会 
(神戸大) で口頭発表，同年 11 月にインドネシア・バリ島で開催された国際会議「The 2nd 
International Congress on Earth Sciences in SE Asia」において予察的な結果をポスター発表により
報告した． 

これまで火山研究に関しては PHIVOLCS と，考古学研究にしては NMP と各々長年の共同研
究の実績があった．この研究によって初めて両者の統合を試みており，その調整にやや時間がか
かった．2019 年 4 月末から 5 月初旬に，奥野，小池，田中，俵の 4 名がマニラ首都圏に出張し，
フィリピン国立火山地震研究所 (PHIVOLCS) と国立博物館を訪問し，共同研究協定 (MOU ない
し MOA) の締結と調査スケジュールの調整など共同研究に関する打ち合わせを行った．さらに
は PHIVOLCS 所長，博物館考古学部長や副館長といった両機関の上層部への説明などを行った．
これらの打ち合わせは概ね良好に進み，この後 MOU は無事に締結できた．ただし，両機関との
文書調整が並行して行われたため，最終的にひとつの文書として締結する段階で苦労した． 

この結果，まずは 2019 年 8 月に考古遺跡の試掘調査を行い，それに合わせてトレンチ断面の
観察を中心にテフラ層序の調査を進めた．バタネス州の州庁であるバスコ (Basco) の環境自然
資源局環境管理経営業務部での打ち合わせの結果，調査地域が陸上景観・海上景観保護地域に当
たるため，環境保護委員会から調査許可を取得する必要があることが判明した．スンゲ・トップ・
テラス遺跡の所在するマハタオ (Mahatao) 町の町長 Pedro F. Poncio 氏，マハタオ町内で遺跡の
所在するパナタヤン (Panatayan) 村の村長 Vicente Cavzon 氏, 土地所有者の Ric H. Avanceña 氏に
それぞれ調査目的と調査概要を説明して調査許可を得た．この発掘調査は，調査許可の取得関係
に多くの時間を割かざるを得ず，予察的なものに終わったため，本格的な発掘調査は次回以降と
なった．2019 年末〜2020 年 3 月にかけて，考古遺物の整理や火山地質学的調査を予定していた
が，タール火山の噴火 (熊谷ほか, 2021) や新型コロナウイルスのパンデミック (COVID-19) の
ために実施できなかった． 

スンゲ・トップ・テラス遺跡では，新石器時代の居住地が火山噴火後に放棄されているが 
(Tanaka, submitted)，この遺跡の考古学的な調査成果として，後期新石器時代の赤色スリップ土器
を含む文化層の直上に厚い灰白色の火山灰層を確認（再確認）したことが重要な点の１つとして
あげられる．ルソン島のカガヤン川下流域の貝塚調査では，カトゥガン貝塚 (Tanaka, 1998)，サ
ンタ・マリア貝塚 (de la Torre, 2000) など自然堤防上の貝塚で最下層の粘土層から後期新石器時
代の赤色スリップ土器が出土し，その上の貝層から金属器時代の黒色土器が出土している．また，
石灰岩丘陵上のマガピット貝塚（青柳ほか, 1991) からは，全層位から後期新石器時代の赤色ス
リップ土器が出土している． 

スンゲ・トップ・テラス遺跡において，火山灰降下後の文化層が見られないのは，後期新石
器時代の火山噴火後に居住地であるスンゲ・トップ・テラスが放棄されたものと考えられる．ス
ンゲ・トップ・テラス遺跡出土の赤色スリップ土器とカガヤンの自然堤防上の貝塚の最下層から
出土する赤色スリップ土器の比較検討は，田中 (2005) がカガヤン川下流域の自然堤防上貝塚最
下層出土の赤色スリップ土器と石灰岩丘陵上の貝塚出土の赤色スリップ土器で，高坏形土器に
形態上の違いと変遷が見られることを指摘しており，今後の大きな研究課題である． 
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